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研究成果概要 
 
突発性雑音（グリッチ）を分類する事は，その発生起源や重力波検出器のパフォーマ

ンス向上を探る 1 つの手がかりになると考えられている．2023 年度は，畳み込み深層

ニューラルネットワークを用いた手法を提案し評価を進めた．この手法は，大きく 2
つのプロセス（特徴量学習と分類）から構成している．具体的には，変分オートエ

ンコーダにより突発性雑音の潜在変数（特徴量）を抽出し，スペクトラルクラスタ

リングにより分類する手法を開発・評価している．さらに，ニューラルネットが突

発性雑音のどの特徴を見て分類しているのかを可視化する方法の開発もすすめた

（図 1）．共に，概ね予想していたパフォーマンスとなったため評価結果などをまと
め，現在論文として投稿し査読中である． 
 また，関連した機械学習を重力波データ解析に応用する研究として，深層学習（1次
元畳み込みニューラルネットワーク（1D-CNN）や 2次元畳み込みニューラルネット
ワーク（2D-CNN））を用いた重力探査手法についてプロトタイプの作成を終え，LIGO 
O3 のノイズデータとブラックホールや中性子星などのコンパクトな星の連星の合
体から得られる重力波波形や超新星爆発シミュレーションの重力波波形を用いたテ

ストを進め結果が得られた．1D-CNN と 2D-CNN の推定結果はお互い着目している
波形部分が違うということを定量的に示し，1D-CNN と 2D-CNN の両方を使用しア



ンサンブルした方がより検出効率がよくなることを示した [1] [2]．  
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図 1: 突発性雑音の特徴量空間上での分布とその推定根拠の可視化の例 
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Figure 9. Distribution of the “Extremely Loud” class divided into multiple clusters in
feature space and the shape of the representative estimation rationale for each cluster.
In the feature space, similar features are extracted for each class and distributed nearby.
The shape of the estimation rationale is similar for each class. In this example, both
the feature space and the shape of the estimation rationale are divided into multiple
clusters, suggesting the possibility of subclasses.

expand to include datasets from the O2 and O3 observation runs. We aim to use these

additional datasets to further visualise the rationale behind our estimates. Furthermore,

we intend to conduct a detailed assessment of specific glitches associated with the

KAGRA environment, and extend the reach of our analysis.
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